HUGC newsletter

WEE | BESLE

Since 1960 2 0 2 6 ﬂi 9 ﬁ %

J\ K ik

8 A12H»68A14HIT 20 CHRMAEBOIFE TV 7EIEBITTT LT JUKRENIT, 4
FINF, 3EWHE. IWH. BRI, 24KH, 1EBOF6ZTSMML £ L 1,
FRERINVTEEHIZEF 7oy 7 — (KBCA—F2Z) O&HLELTHHMLNE %
A—ATHY, EELLVEYy Ty v ZOoOHR TSV —% 3Tk EEEL T,
RELT, “BAYIMEEOBLEIEZBL L, MICT 28T LTz, &
F—F., HEOMBORREZHBAE L, ZTREIT—HRHELE Lo TRV TTRE T L&
CTHBH 7,
EHLLVWRKREHBLTOWERWIEAMNKRFZOER., 6 FITHE®2LE KRG I
X THEEESRESoTWVWS0BOCOEKOBLIT T, AAlcbld K& ITHH L.
BRIV T 2T 22 TETBIET, LEXVEHBLLETE I, HitdH ) »
L) TEVE T,
SHOBRECHBIIHT, LK e Tav7ic#BELTEV) 5, 5] &F
&, OBOGHITIEE 2L ASFoT 0w R FF LEVTT,

HRH®




HUGC newsletter

8EMH#6MH@EH%\%?iﬁ@?@ﬁﬁﬁ?\ﬁkﬁ?\%ﬁﬁﬁ?&®
WKEB Y 4 Y F—R—=7 TNV T &IV IN) =7 T TIZTIiTbE LT,

—MBRFEL LT, AEBRP . ERE. BIL. BAR. 3EEM. 2EME. KH. 1L
W, WNOFIBPHBLE LI, MR HETALIEEITEBLOEERIZKDLD
L7,

MBIV Y RFTEEBROI VY REBRER), IH4AADLEBEEI RELL DM
AEbETITbhILi, MKOBFO SV —2METR 2 Z L X KEHIKIZ T
D, WHMZBELTHWIZYREKE LA 2ENTSE FL T,

T, REBRKHORIZEMWAKEZORFELLAEL I, AANTREELAZTVIL
oo MADBRBEIPOMB SN, EROWEEHRNEFEVAI L L. R¥FOHM %
BMzTHBEZED L Z LTS, MRARMNEIIBZZLDZVWREEL D LT,

RBIZEDETH, SREOEMICIRIVERSEILLEEARE, HK
2. MBERKRFOEHK., ZLTHHIDEPEZLZTKRZE20B- 06D &FH
W, BOBER#EHLETEFI, SRKRaThoro B ZRRL. AT PRV ITH
ENTELZ2IOHLZDOMBIZHATEND) ZTDOT, 5K EHVEDLLATHER
AL BHEVWHELETF S,

Iz




HUGC newsletter

w5 a7 — /18
‘f‘!P!"\

O Bonsrvshofbu. #HAIV L) =2 5 TITHTFLUXa o — B %%

w7z L XL 7z,
REBCORFEOREE., 44 . BRI, 24 HH., aHof44». 9H15
H-16HICHfEI N Z2KEY) 7OV X277 —¢LLTHETZZLIRE
WwW7lzLEL T,

AEHHEPE2HBE D RBICE TN, K2 ) —Z7HRITWT THAEDRKR
BEFOZILEBTEE LR, VY FRIZEMEBSRBIIC, FE PAHFORE
WIRIZED E L2, OB OGOERBIZEWIHESTS I T Lo, B oMW
Mbd—EXzsl sfo, BELTSD 3, THEEOEIE, IHLIBHEV
L LETZ S,

ML ZD X5 TV 7T LRADETOL, 0L 2I120B-0GOEHD
SRKRELTHXBEOBYWE, ME—FALIVBRFHRLET I, 5B EDBED
LR ZTHEE, ZHEZBIEFIIIOBHOVEL LT 3,

Z1©




HUGC newsletter

9EHM%AHK#UT\Mév—ﬁﬁ®é%&&5%ﬁﬁybu—7?fn
T, VX2 7 —AFErEBTLE LI, KEMEITIE, 44 10T, 34 1LH,
/N, S, KB BHF. 28KHE, WL, WA, 1E£H, ZRKRo11EZ 082
L. vX¥a2a7 —DESZZLTREZLITVWEL I,
BFYV-—IHMTHHEIAIHEaI R -FHa—xREF, F4F3I v 7 oERLEE
oD 7V yyy —~"ONET 200 L a— A LEINT WXV
A NVHBHIZL D T 9,
SOV —ZHITBWTIZ, T 7oy 7227 L s mE2Rkz 2 B
SEELRD, TAETTUEREIIHIMRS, HAomwvwiiwaRko o nEd, A4
TR IVYIFHEBdbLELA, ZORODFEERIMBICESZ S TRREZUS
TZ2ELLK BB ITN IO SITMESEILEIALNFEL T2,
COEIIIIARELLLEEO T THEBIIH L AD 20, CEZICTHEX VIR
PVWIXBEEHFLTCLRI20B- 0GoEHOBLIFTI, ZO0HEBMHED
LT, XL L ETE T,
VX2 —AUN—DLLLITHARAI-NLLELD, BERIZEKED TWE
BTEFET I, 2HFL2FTTCHAITHEATE VD) 3,
—BRFEERXINTHADBEVIGEOIZE, B L BEVHL LT
ER

1IREERE)




HUGC newsletter

i) it 5 125U

B3I OB ZEC2EHE LD E LT, OB OGOERITB2PNLE LT
. FTFEFITTHBBOILLEBETCHL LT E T,

2

FH, HBETEREBERORAEALRDITEXTI2HBEDD I LIz, Y%
ErLAMOIKLZFT, NEoHBWRLo L »n ) FREMPIFE > Td KU & I
B0 EHDTHEL XL,

ZLTC, ZOTNVT7EHTH, WMARSLARKZEZBEBL THAEOZEELRTT
&, OB OGOBERLEBIHLEIT TVWEESEAIIETATYIT T, X
HORELREHRTLIHT, FRNEABTNTICEHBIIHSE ) LB I, %<
DHW%EZZ I TWET, £72, OB-OGOEHLOXKEZBEL T, BEHLZITL
CHHEANELTOEFEZTLRERITODMN L Z 0TS, REBELFFELST
W E J,

T, kY —ZETIEZ, TV IEDTMOMOMREOFEELFALCER T
VTSt HEELHERLLT, —H—T 2RI LEnsL2 D THio Tx
w9,

INnrbd, D0 EOOHBEVETRFATHEZIVELPLTDHIDITL TSN HE
RIHERZ, NEDOUDBD 2L DI LEETEBRLBEEL TSIV E
Bwvwx 3,

FHOLLIHTTOT, EIZITHESR SV, 4% THY, TFEE0R
EXAHBLLSEBHEHVVOZL 9,

JR R AH 2 0 44 A
SAE M AW F B « (L H E A - (LW KR
QAEMEHER - HmEAxE - (LR




	HUGC newsletter
	緑風会会報
	2026年９月号
	八大戦　
	月12日から8月14日にかけて福岡県の芥屋ゴルフ倶楽部にて行われた八大戦に、4年山下、3年潮田、山田、長谷川、2年依田、1年萬の計6名で参加しました。
	芥屋ゴルフ倶楽部は男子プロツアー（KBCオーガスタ）の会場としても知られる名コースであり、素晴らしいセッティングの中でプレーをさせていただきました。
	結果として、一橋大学は昨年の悔しさを晴らし、5位になることができました。選手一同、日頃の練習の成果を発揮し、最後まで一丸となって戦い抜いた成果だと感じております。

	素晴らしい大会を開催していただいた九州大学の皆様、ならびに日頃から多大なご支援・ご声援をくださっているOBOGの皆様のおかげで、私たちは大会に出場し、存分にゴルフをすることができております。心より感謝申し上げます。誠にありがとうございます。
	今後も大会や練習に向け、気を抜くことなくゴルフに邁進してまいります。引き続き、OBOG様には暖かく見守っていただけますと幸いです。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依田②



	　四大戦　
	月18日から21日の四日間、弊学主幹の下で東京大学、東北大学、北海道大学との四大戦がウィンザーパークゴルフ&カントリークラブにて行われました。
	一橋大学からは、4年田中、佐藤、漆山、増本、3年佐伯、2年櫻庭、依田、山浦、山内の計9名が出場しましたが、四校中最下位と非常に悔しい結果に終わりました。
	　練習ラウンドでは普段のラウンドとは異なり、1組4人が全員違う大学となる組み合わせで行われました。他校の選手のプレーを間近で見ることは大変刺激になり、四日間を通して互いに切磋琢磨し合うことができました。
	また、大会最終日の夜には四大学の選手が全員集まり、合同で食事会を行いました。試合の緊張感から解放され、各校の活動状況を語り合うなど、大学の垣根を越えて親睦を深めることができ、結果以上に得ることの多い大会となりました。
	　最後になりますが、今大会の運営にご尽力いただきました東京大学、東北大学、北海道大学の皆様、そして日頃より弊部を支えてくださるOB・OGの皆様に、深く感謝申し上げます。今大会で見つかった課題を克服し、必ずや良いご報告ができるよう日々の練習に励んでまいりますので、今後とも変わらぬご声援をよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　櫻庭②


	女子レギュラー合宿　
	月2日および3日の両日、芳賀カントリークラブにて女子レギュラー合宿を実施いたしました。
	本合宿での選考の結果、4年 李、漆山、2年 増田、高野の計4名が、9月15日・16日に開催される秋季リーグ戦のレギュラーとして出場することが決定いたしました。
	合宿期間中は2日間とも天候に恵まれ、来るリーグ戦に向けて万全の最終調整を行うことができました。ラウンド後には練習場にて、各自が自身の課題克服に努めました。OB・OGの皆様に良いご報告ができますよう、残りの期間も一層気を引き締め、精進して参ります。ご声援のほど、よろしくお願い申し上げます。
	私たちがこのようにゴルフに打ち込めますのも、ひとえにOB・OGの皆様の多大なるご支援の賜物と、部員一同心より感謝申し上げます。今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漆山③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	　男子レギュラー合宿　
	月2日から4日にかけて、秋季リーグ戦の会場となる芳賀カントリークラブにて、レギュラー合宿を実施いたしました。本合宿には、4年山下、3年山田、長谷川、今井、水野、野寄、2年依田、山浦、山内、1年萬、二木の11名が参加し、レギュラーの座8名をかけた選考を行いました。
	男子リーグ戦で使用される東コース・南コースは、ダイナミックな起伏と左右からのプレッシャーへの対応するための適切なコース戦略とぶれないメンタルが鍵になります。
	今秋のリーグ戦においては、下位ブロックから昇格してきた強豪2校を迎え撃つ形となり、これまで以上に粘り強く、質の高い戦いが求められます。本合宿ではラウンド中はもちろん、その後の居残り練習に至るまで緊張感を切らすことなく、全員がゴルフにひたむきに向き合う姿が見られました。
	このように充実した環境の下で練習に打ち込めるのも、ひとえに日頃より温かいご支援を寄せてくださるOB・OGの皆様のおかげです。この場をお借りして、心より御礼申し上げます。
	レギュラーメンバーのみならず部員全員が一丸となり、皆様に歓喜のご報告ができますよう、全身全霊で試合に臨んでまいります。
	一橋大学体育会ゴルフ部への熱い応援のほど、よろしくお願い申し上げます。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田③


	編集後記
	　朝夕には秋の気配を感じる頃となりました。OB・OGの皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
	先日、同窓会で高校時代の友人と久しぶりに再会する機会がありました。当時を懐かしく振り返る中で、人との出会いやつながりは時間が経っても大切な財産になるのだと改めて感じました。

	そして、このゴルフ部でも、四大戦や八大戦などを通して他大学の学生と交流する機会や、OB・OGの皆様とお話しさせていただく機会に恵まれています。他大学の学生と交流する中で、それぞれがゴルフに真摯に向き合う姿勢に触れ、多くの刺激を受けています。また、OB・OGの皆様との交流を通して、競技だけでなく社会人としての考え方や経験にも触れることができ、大変貴重な学びとなっています。
	また、来るリーグ戦では、ゴルフに全力で取り組む他大学の学生と同じ舞台でプレーできることを貴重な機会として、一打一打を大切にしながら全力で戦ってまいります。
	これからも、一つひとつの出会いを大学生活をより豊かなものにしてくれる貴重なご縁と捉え、人とのつながりから多くのことを学びながら成長していきたいと思います。
	季節の変わり目ですので、どうぞご自愛ください。今後ともご指導、ご声援のほどよろしくお願いいたします。
	　　　広報担当：4年田中雄也
	3年松本明香凜・山田夏歌・山田成彰
	2年増田葉夏・高野絵里・山浦輝貴　



